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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第109期
第１四半期
連結累計期間

第110期
第１四半期
連結累計期間

第109期

会計期間
自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日

自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日

自  平成24年４月１日
至  平成25年３月31日

売上高 (百万円) 9,178 9,297 38,502

経常利益 (百万円) 340 358 1,801

四半期(当期)純利益 (百万円) 173 207 988

四半期包括利益又は包括利益 (百万円) 204 295 1,091

純資産額 (百万円) 23,906 24,839 24,792

総資産額 (百万円) 45,746 46,380 45,801

１株当たり四半期(当期)純利益
金額

(円) 4.19 5.00 23.85

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 52.3 53.6 54.1

営業活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) 909 680 3,075

投資活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △405 △345 △3,008

財務活動による
キャッシュ・フロー

(百万円) △293 △308 △439

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(百万円) 10,453 9,907 9,879

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

４．四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しておりま

す。

　

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証

券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当グループ(当社及び当社の関係会社)

が判断したものであります。

 

(1) 経営成績

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、政府の経済・金融政策等により、円安と株高基調で推移

し、一部企業の業績に持ち直しの動きが見られるなど、景気回復の期待感が広がりましたが、新興国経済の減速

や一部原材料価格の高騰の影響を受け、企業を取り巻く経営環境は依然として先行き不透明な状況が続いてお

ります。

このような経済情勢のなか、当グループでは中長期経営計画「ＮＢ１００」Stage２がスタートし、これまで

の２年間における増収増益基調回復への取組みを踏まえ、将来に向けた新たな成長戦略を確実に実行する取組

みを行いました。その結果、売上高は92億９千７百万円（前年同期比1.3％増）、経常利益は３億５千８百万円

（前年同期比5.4％増）、四半期純利益は２億７百万円（前年同期比19.4％増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

　

メディカル事業本部

(ヘルスケアフィールド)

ドラッグストアを中心とした大衆薬市場におきましては、テレビＣＭを始めとした消費者への告知と販売

促進活動を積極的に行いました結果、救急絆創膏「ケアリーヴ
※
」シリーズを中心に売上は順調に推移いた

しました。

(医療材フィールド)

医療機関向け医療材料市場におきましては、感染予防・安全な処置に貢献する止血製品「インジェクショ

ンパッドマイルド
※
」とドレッシング製品「カテリープラス

※
」が引き続き好調に推移いたしました。

以上の取組みを実施してまいりました結果、ヘルスケアフィールドと医療材フィールドを合わせましたメ

ディカル事業本部全体の売上高は32億２千５百万円（前年同期比4.4％増）、営業利益は５億４千９百万円

（前年同期比0.5％増）となりました。
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テープ事業本部

(オフィスホームフィールド)

文具・事務用品市場におきましては、テープのり「tenori
※
はんこのり

※
」等のパーソナル向け製品が好

評をいただくとともに、主力製品である「セロテープ
※
」を中心に売上は順調に推移いたしました。

(工業品フィールド)

産業用テープ市場におきましては、主力の包装用テープは堅調に推移いたしましたが、特殊材料の分野に

おける市場が低迷したために、全体の売上は非常に厳しい状況で推移いたしました。

このような状況のなか、輸出につきましては円安の後押しとアジアを中心とする需要が復調してきたこと

により、売上が前年実績を上回る結果となりました。

以上の取組みを実施してまいりました結果、オフィスホームフィールドと工業品フィールドを合わせまし

たテープ事業本部全体の売上高は60億７千１百万円（前年同期比0.3％減）、営業利益は４億４千６百万円

（前年同期比13.1％減）となりました。

　

(注) １．事業の状況(キャッシュ・フローの状況を除く)に記載しております金額には消費税等が含まれておりませ

ん。

２．
※
は登録商標を示しております。

　

(2) 財政状態

当第１四半期連結会計期間末の総資産は、現金及び預金とたな卸資産の増加等により、前連結会計年度末に

比べ５億７千９百万円増加し、463億８千万円となりました。また純資産は４千６百万円増加し、248億３千９百

万円となりました。この結果、自己資本比率は53.6％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の残高は、前連結会計

年度末に比べ２千７百万円（0.3%）増加し、99億７百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、前第１四半期連結累計期間に比べ２億２千９百万円（25.3%）減少し、６億

８千万円となりました。これは主にたな卸資産と法人税等の支払額が増加したことによるものです。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結累計期間に比べ５千９百万円（14.7%）減少し、３億４千

５百万円となりました。これは主に有形固定資産の取得による支出が減少したことによるものです。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果使用した資金は、前第１四半期連結累計期間に比べ１千４百万円（5.0%）増加し、３億８百

万円となりました。これは主にリース債務の返済による支出が増加したことによるものです。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当グループが対処すべき課題について、重要な変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、２億３千５百万円であります。

なお、当第１四半期連結累計期間において、当グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当第１四半期連結累計期間における業績は、概ね予想通りに推移いたしました。今後の経営環境につきまし

ては、石油製品を中心とする原材料価格、為替等の動向に不透明な要素も多く、厳しい状況が依然継続すると思

われます。

このような経営環境のなか、当グループは、平成30年に迎える「創立100周年」に向けた中長期経営計画「Ｎ

Ｂ１００」の戦略フレームである「企業品質向上」「基盤効率化・安定化」「成長追求」の３つの柱を基に

戦略を推進いたします。Stage２の初年度に当たる平成26年３月期の取組みとして、生産性向上と利益管理の徹

底による収益性基盤の構築に加え、将来に向けた新たな成長戦略を確実に実行いたします。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 140,000,000

計 140,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成25年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成25年８月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 41,476,01241,476,012
東京証券取引所
（市場第１部）

単元株式数
1,000株

計 41,476,01241,476,012― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成25年４月１日～
平成25年６月30日

― 41,476,012 ― 5,451 ― 4,186

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、

記載することができないことから、直前の基準日(平成25年３月31日)に基づく株主名簿による記載をしており

ます。

　

① 【発行済株式】

　 　 　 平成25年６月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式   24,000

― ―

完全議決権株式(その他)
普通株式         

41,398,000
41,398 ―

単元未満株式 普通株式   54,012― ―

発行済株式総数 41,476,012― ―

総株主の議決権 ― 41,398 ―

　

② 【自己株式等】

　 　 平成25年６月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ニチバン株式会社

東京都文京区関口
二丁目３番３号

24,000 ― 24,000 0.1

計 ― 24,000 ― 24,000 0.1

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則(平成19年内閣府

令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

　なお、四半期連結財務諸表規則第５条の２第２項により、四半期連結キャッシュ・フロー計算書を作成しており

ます。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成25年４月１日から

平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６月30日まで)に係る四半

期連結財務諸表について、清明監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 9,653 9,808

受取手形及び売掛金 12,481 11,842

有価証券 506 506

商品及び製品 2,897 3,463

仕掛品 1,278 1,323

原材料及び貯蔵品 1,094 1,191

その他 818 813

貸倒引当金 △2 △2

流動資産合計 28,727 28,947

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,416 5,411

その他（純額） 6,978 7,272

有形固定資産合計 12,395 12,684

無形固定資産 232 227

投資その他の資産 4,445 4,521

固定資産合計 17,073 17,433

資産合計 45,801 46,380

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 7,481 7,661

未払法人税等 333 138

賞与引当金 － 456

役員賞与引当金 64 17

その他 4,239 4,539

流動負債合計 12,119 12,813

固定負債

長期借入金 2,000 2,000

退職給付引当金 3,199 3,088

役員退職慰労引当金 93 84

長期預り保証金 2,919 2,904

資産除去債務 92 92

その他 585 558

固定負債合計 8,889 8,727

負債合計 21,009 21,541
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(平成25年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成25年６月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,451 5,451

資本剰余金 4,186 4,186

利益剰余金 15,204 15,162

自己株式 △8 △8

株主資本合計 24,834 24,793

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 108 122

為替換算調整勘定 △150 △76

その他の包括利益累計額合計 △42 46

純資産合計 24,792 24,839

負債純資産合計 45,801 46,380
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 9,178 9,297

売上原価 6,543 6,669

売上総利益 2,634 2,628

販売費及び一般管理費 2,255 2,263

営業利益 379 364

営業外収益

受取利息 0 0

受取配当金 4 4

持分法による投資利益 5 21

その他 11 17

営業外収益合計 21 43

営業外費用

支払利息 13 11

支払手数料 31 31

その他 15 6

営業外費用合計 60 49

経常利益 340 358

特別利益

固定資産売却益 － 0

特別利益合計 － 0

特別損失

固定資産除売却損 32 15

特別損失合計 32 15

税金等調整前四半期純利益 307 343

法人税等 134 135

少数株主損益調整前四半期純利益 173 207

四半期純利益 173 207
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 173 207

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △4 13

持分法適用会社に対する持分相当額 35 74

その他の包括利益合計 31 88

四半期包括利益 204 295

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 204 295
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 307 343

減価償却費 407 423

退職給付引当金の増減額（△は減少） △88 △111

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △9 △9

貸倒引当金の増減額（△は減少） △0 △0

有形固定資産除売却損益（△は益） 4 12

受取利息及び受取配当金 △4 △4

支払利息 13 11

売上債権の増減額（△は増加） 549 638

たな卸資産の増減額（△は増加） △364 △707

仕入債務の増減額（△は減少） △35 180

その他 285 239

小計 1,066 1,016

利息及び配当金の受取額 4 4

利息の支払額 △18 △15

法人税等の支払額 △142 △324

営業活動によるキャッシュ・フロー 909 680

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △316 △242

定期預金の払戻による収入 316 114

有形固定資産の取得による支出 △401 △206

投資有価証券の取得による支出 △0 △0

その他 △3 △10

投資活動によるキャッシュ・フロー △405 △345

財務活動によるキャッシュ・フロー

長期借入れによる収入 2,000 －

長期借入金の返済による支出 △2,000 －

配当金の支払額 △248 △248

その他 △44 △59

財務活動によるキャッシュ・フロー △293 △308

現金及び現金同等物に係る換算差額 △2 1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 207 27

現金及び現金同等物の期首残高 10,245 9,879

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 10,453

※
 9,907
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【注記事項】

(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

(税金費用の計算)

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果

会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しておりま

す。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

現金及び預金勘定 10,263百万円 9,808百万円

有価証券勘定 506 506

預入期間が３か月を超える定期預
金

△316 △407

現金及び現金同等物 10,453 9,907

　

(株主資本等関係)

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

配当に関する事項

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月26日
定時株主総会

普通株式 248 6 平成24年３月31日 平成24年６月27日 利益剰余金

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

配当に関する事項

　

(決議) 株式の種類
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月25日
定時株主総会

普通株式 248 6 平成25年３月31日 平成25年６月26日 利益剰余金
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額　
(百万円)

メディカル
事業本部
(百万円)

テープ
事業本部
(百万円)

合計
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,088 6,089 9,178 ― 9,178

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

13 18 31 △31 ―

計 3,101 6,108 9,209 △31 9,178

セグメント利益 547 514 1,061 △682 379

(注) １．セグメント利益の調整額682百万円には、セグメント間取引消去31百万円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用650百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　

Ⅱ  当第１四半期連結累計期間(自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　

報告セグメント
調整額
(百万円)

四半期連結
損益計算書
計上額　
(百万円)

メディカル
事業本部
(百万円)

テープ
事業本部
(百万円)

合計
（百万円）

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に対する売上高 3,225 6,071 9,297 ― 9,297

(2) セグメント間の内部
売上高又は振替高

17 18 35 △35 ―

計 3,242 6,090 9,332 △35 9,297

セグメント利益 549 446 996 △631 364

(注) １．セグメント利益の調整額631百万円には、セグメント間取引消去35百万円及び各報告セグメントに配分してい

ない全社費用596百万円が含まれております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理であり

ます。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日)

１株当たり四半期純利益金額 4円19銭 5円00銭

    (算定上の基礎) 　 　

    四半期純利益金額(百万円) 173 207

    普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

    普通株式に係る四半期純利益金額(百万円) 173 207

    普通株式の期中平均株式数(千株) 41,453 41,451

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成25年８月12日

ニチバン株式会社

取締役会  御中

　

清明監査法人

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    今    村          了    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    今    村          敬    印

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているニチ
バン株式会社の平成25年４月１日から平成26年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平
成25年４月１日から平成25年６月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成25年４月１日から平成25年６
月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ニチバン株式会社及び連結子会社の平成25年
６月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・
フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。
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